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ピックアップ 

⚫ 実務者インタビュー 

インタビュイー：高木 佑介氏 横浜市行動デザインチーム（YBiT）副代表 

インタビュアー：栗田 実結  東北学院大学経済学部 2年 

        菅原 豪起 同 2年 

 

今回インタビューした方は、高木佑介さんです。高木さんは横浜市行動デザインチーム・

YBiT（ワイビット）に所属している、自治体職員の方です。 

  YBiT とは、日本の地方自治体初のナッジ・ユニットです。ナッジ・ユニットとは、行動

経済学やナッジ（選択の自由を残したうえで望ましい選択ができるよう手助けする手法）を

含む行動科学の知見を政策に活用する取組みを推進する組織を指します。YBiTは横浜市の

有志職員と外部アドバイザーで構成され、「市民や社会にとって真に効果的な行政サービス

を提供すること」をミッションに活動を行っています。 

 

高木さんには、私たちのゼミの時間に自治体におけるナッジの活用についてレクチャー

をしていただいたり、私たちの研究活動の中間発表を聞いていただいたりと、様々な局面で

ご協力いただきました。 

 

私たちの研究では、東北六県の自治体がホームページ上で新型コロナ・ワクチンの接種に

関してどのような情報発信を行ったのかを実態把握するために、独自のチェックリストを

作成し、各自治体のホームページを採点しました。自治体の政策にナッジを活用した経験を

多く持たれる高木さんの視点から、東北地方の自治体のホームページがどのように見えて

いるのかを探るべく、インタビューを行いました。 

 

栗田 当初、私たちのゼミの取組みについてどのような感想をお持ちになりましたか？ 

 

高木さん「行政のホームページが分かりやすいか、市民の行動に繫がるものかを検証する、

ということはとても重要でありながら、これまではあまり行われてこなかったと思います。

効果検証が十分に行われていなかったために、行政側からすると、『どんなホームページが

市民にとって分かりやすいのか、行動に繫がるのか』が、実は必ずしも把握できていないと

思います。そうした意味で、皆さんのゼミの取組はとても有意義だと思いました。 

 

 加えて、20 歳前後の若年層の視点から分かりやすさや行動に繫がるか、を評価する点も

貴重だと思いました。20 代以下の若年層は、他の年代と違って、自治体の広報紙をあまり
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見ないというデータがあります。若年層にいかに大切な情報を伝えるかは、多くの自治体が

苦慮していると思います。この点においても、今回の取組はとても価値があります。」 

 

菅原 採点のために私たちが作成したチェックリスト『１９歳の考える１９の項目』では、

東北六県の自治体の中で岩手県宮古市のホームページが第１位という結果になりましたが、

どのような感想を持ちましたか？ 

 

高木さん「ビックリした、というのが正直なところです。良いホームページというと、どう

しても外部の業者に委託して作った、見栄えのするページを思い浮かべがちですが、宮古市

さんのページはほとんど業者に委託せずに作成されたように見えて、それをゼミの皆さん

が一番分かりやすいと評価したことに驚きました。外部委託を多く利用せずに現場職員の

方が作成したシンプルなホームページが高く評価されたということは、自治体職員の一人

として勇気がでるし、嬉しく思いました。 

 

必ずしもワクチン接種や公衆衛生に詳しいとは限らない一般職員の方が、ページを見る

人の視点に立って作成した方がむしろ良いものができる場合があります。ナッジを活用す

る際には行動分析がとても重要で、実際に行動する人の視点に立って、行動を阻害する要因

がないかを一つひとつ確認していきます。ページを作成した宮古市の方は、ホームページを

訪れる市民の姿を思い浮かべながら作業されたのではないかと思います。自分の接種時期

や市内の接種状況など、市民の方がいま知りたい情報をスムーズに伝えるとともに、フロー

チャートを活用したり、予約画面の画像で手順を説明したりするなどの工夫があり、市民の

理解と行動を促すページになっていると感じました。」 

 

菅原 宮古市さんのホームページの特徴は、どの自治体でも真似することができると思い

ますか？ 

 

高木さん「一つひとつのページ構成がわかりやすいので、その点は応用できると思います。

一方で、大規模な自治体だと、少数の職員だけでホームページを訪れる市民の行動をじっく

り考えながらシンプルなページを作るのは、実は意外と難しいかもしれません。」 

 

菅原 つまり、それはどういうことでしょうか？ 

 

高木さん「大規模な自治体になると、どうしても見栄えのするホームページを作ろうとして、

外部に委託をしたり、色々な方の意見を盛り込みすぎてシンプルさに欠けてしまったり、と

いったことがあると思います。 
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宮古市さんのホームページのように、外部委託をあまり利用せず、現場の職員が作成した

シンプルなページでも十分に分かりやすいと市民の方に評価される、という認識を事前に

持っておくと、自治体の大小に限らず真似できるかもしれませんね。そういう意味でも、皆

さんのこの研究結果が多くの自治体職員に伝わってほしいなと思います。」 

 

菅原 実は最初にトップページを閲覧したときには、デザインの素朴さが気になりました

が、ワクチン関連のページに進むと、グラフが見やすく、情報が探しやすいと感じました。 

 

高木さん「そうですね。市民の『知りたい』という気持ちにちゃんと答えているな、と感じ

ました。どうすれば市民に伝わるのか、ホームページを訪れる人の気持ちになってページが

構成されているように感じます。 

 

ホームページを作る際、どうしてもグラフィックなデザイン性を重要視するという傾向

がある気がしますが、ページを訪れる人の気持ちになって構成を考えることが大事だなと

私も改めて気づかされました。 

 

EAST ®（英国の The Behavioural Insights Team が作成した、より望ましい行動を人々に

促す政策を検討するためのフレームワーク）の EASY（何事も単純かつ具体的であること）

の観点では、行動をする上でのフリクション（摩擦）を取り除くことを第一に考えます。皆

さんも知りたい情報を得るため、ワクチン接種の予約などの手続き（行動）をするためにホ

ームページを訪れたけど、知りたい情報になかなか行きつかないということがあったと思

います。 

 

 いくら Attractive（人々の注意や関心を惹きつけること）や Social（社会や集団の中にお

けるルール、慣習のこと）なナッジを活用して、ワクチン接種の予約をしたいなどの行動を

意図してもらっても、行動の阻害要因が多いと途中であきらめてしまうことがあります。意

図したことと実際の行動の差を埋めるためには、フリクション（摩擦）をできるだけ取り除

き、ページを訪問した市民がスムーズに知りたい情報を得る、ワクチン接種を予約できる

EASY なページの構成が望ましいと思います。」 

 

栗田 採点のために私たちが作成したもう一つのチェックリスト『EASTY』で総合得点が

第 1 位となった青森県十和田市については、どのような感想をお持ちになりましたか？ 

 

高木さん「全体的にコンパクトな内容で、ホームページを訪れる人が一番知りたいであろう

『いつ接種できるのか？』『どんな方法があるのか？』『どんな効果とリスクがあるのか？』

を端的に伝えるページだと思いました。また、ワクチン接種の予約に向けた動作指示がハッ
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キリしている点、効果と副反応のリスクを明示している点も意思決定と行動（＝ワクチン接

種の予約）を促すうえで良い点だと思います。 

 

事実を淡々と伝えるという点に重きを置いているように感じましたが、宮古市さんのホ

ームページのように各項目で一番伝えたいことを色やフォントサイズを変えて強調するこ

と、予約までの手順をフローチャート等で示すことで、より EASY（何事も単純かつ具体的

であること）になるかもしれません。また、予約の手順のように、より重要な情報を上部に

配置するなど項目の順番を入れ替えることで、さらに EASY になると思います。 

 

ベースとなる内容が素晴らしいので、ナッジやデザイン思考（ユーザー側の視点に立って、

課題の解決策をデザインする手法）を活用すれば、さらに市民の理解や行動を促進させられ

るページになるのではないかと感じました。」 

 

栗田 高木さんがこれまでに自治体のワクチン接種のホームページを見てこられた中で、

高く評価できると思ったポイントを教えていただきたいです。 

 

高木さん「目次があって、どこをクリックすれば知りたい情報にたどり着けるか、一目でわ

かるページは評価できると思います。 

 

加えて、宮古市さんのホームページのように、ワクチン接種のメリットとデメリットを分

かりやすく提示し、自分の価値観に合った意思決定をするよう促しているページも良いと

思います。まさに選択肢の提示の仕方に工夫を施して本人にとって望ましい意思決定を後

押しする、というナッジの考え方に即していると思います。宮古市さんのホームページは、

さらに副反応が起きたときの対処の仕方まで分かりやすく書いてあり、『事前に対応を準備

する』という点でもナッジ的です。」 

 

栗田 新型コロナウイルスに関する情報発信に行政がナッジを活用するときに気をつける

べきことはありますか。 

 

高木さん「ナッジを活用する際には、倫理的な配慮が重要です。 

 

ナッジは、『選択の自由を確保したうえで』活用されることが大前提ですが、行政で活用

する際はこれに加えて、一部の方に不快感を与えないかという視点も重要だと思います。体

質的に新型コロナウイルス感染症のワクチンを接種できない方もいます。そういった方々

への配慮も必要だと思います。 
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例えば、納税の事例では『ほとんどの方が期限内に納税をしているので、あなたもしまし

ょう』という社会規範のナッジが良く使われますが、ワクチン接種に関しては『みんながし

ているので、しましょう』という直接的なメッセージは、行政では不適切だと感じます。 

グラフを使ってワクチン接種率の情報をわかりやすく示すことは、ワクチン接種を前向き

に検討している人にとって参考になるので有益ですが、そこに『みんながしているので…』

というメッセージを添えてしまうと、ワクチン接種を受けられない人に不快感を与えてし

まうと思います。事実を分かりやすく伝えて意思決定をサポートする一方で、何を掲載して

何を掲載しないか、市民の受け止め方に配慮しながら繊細に検討することが重要です。 

 

また、メッセンジャー効果を狙って、インフルエンサーを起用する際にも注意が必要だと

思います。 

 

栗田 自治体でナッジを使う際には、気を付けるべきことがいくつもあるんですね。 

  

高木さん「ナッジを適切に使っていくことは、市民の皆さんの望ましい行動を手助けすると

いう意味でも行政の仕事をスムーズに行うという面でも大事だと思います。 

 

そのためには、自治体の中にナッジの対象や活用の意義、その限界をしっかりと理解して

いる人材が一定数いることがとても重要だと感じています。行政でナッジを適切に活用で

きるかは、そういった職員が十分にいて、組織としてナッジの活用を検討できる環境がある

かにかかっていると思います。」 

 

栗田・菅原 とても勉強になりました。どうもありがとうございました！ 

 

 

高木 佑介氏 

横浜市行動デザインチーム（YBiT）副代表、PolicyGarage所属。 

英国大学院で社会政策を学ぶなかで行動経済学に出会う。その後、環境関連の研究機関等を

経て横浜市役所入庁。YBiT を通じて、特に環境政策や国際開発分野のナッジの実践や能力

開発に取り組む。 
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⚫ 好事例と悪事例 

 

 ここでは、本研究の採点手続きと結果に基づき、先に好事例と悪事例の特徴を紹介しよう。

まず、好事例になり得るポイントは以下の三点である。 

 

【好事例・3 つのポイント】 

① ワクチン接種当日の流れについて紹介した動画 

② 厚生労働省の資料を URLだけでなく内容も直接掲載して紹介する工夫 

③ 自治体が作成した独自のガイドブック 

 

次に、悪事例になり得るポイントは以下の三点である。 

 

【悪事例・3 つのポイント】 

① トップページから新型コロナ・ワクチンに関する情報のためのリンクを見つけにくい

場合 

② 「新型コロナウイルスワクチン接種について」と「新型コロナウイルスワクチン接種」

のように、よく似た名称のリンクが複数存在している場合 

③ 情報をファイル分けしすぎていることにより、必要な情報を得るために多くのページ

を経由しなければならない場合 
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より詳しく好事例について解説するために、三つの自治体を具体的に取り上げる。 

 

第一に、自治体が独自に作成した動画を掲載していた自治体についてである。ここでは、

その例として「福島県福島市」を取り上げる。福島市では、下図のように、ワクチン接種当

日の流れに関する動画を掲載していた。動画では、接種の流れだけでなく、当日の持ち物、

留意点についても触れられている。そのため、動画を視聴するだけで、ワクチン接種当日の

イメージを明確にすることができる。 

 

 

出典：福島市（2021） 

 

第二に、厚生労働省の資料をURLだけでなく内容も直接添付して紹介していた自治体に

ついてである。ここでは、その例として「青森県五所川原市」を取り上げる。多くの自治体

では、厚生労働省の資料にアクセスするためのリンクがホームページ内に張り付けられて

いるのみであった。この場合には、情報を得るためにリンクをクリックしなければならない

ため、手間がひとつ増えてしまう。次ページの図のように、厚生労働省の資料の内容を自治

体のホームページに直接掲載することで、リンクをクリックせずとも情報を閲覧すること

ができるため、より多くの人に厚生労働省の情報が届けることが可能になる。 
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出典：五所川原市（2021） 

 

第三に、自治体独自に作成したガイドブックを掲載していた自治体についてである。ここ

では、その例として、「青森県むつ市」を取り上げる。むつ市では、ワクチン接種の促進に

あたって『感染症予防接種計画「プロジェクトG」』を立ち上げて、その中で「むつ市新型

コロナワクチン大規模接種ガイドブック」を作成した。次ページの図のように、そのガイド

ブックには「安心の毎日を」「いつもの笑顔を」「みんなとの大切な時間を」「新しい思い出

を」というポジティブなメッセージを掲載しており、それがワクチン接種に対するイメージ

の向上に貢献していると感じられる。また、ナンバリングや色分けにより見やすく且つ強調

されている点、実際の資料やイラストを使用している点など、情報収集を行いやすくするた

めの工夫が多数施されている。 
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出典：むつ市（2021） 
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悪事例についても、より詳細に解説する。 

 

一つ目は、トップページから新型コロナ・ワクチンに関する情報のためのリンクを見つけ

にくい場合についてである。ホームページの下部などの目立たない場所にワクチン情報が

記載されていると、ワクチン接種に必要な情報を得るまでに手間や時間がかかってしまう

可能性が高くなる。また、新着情報一覧のみにワクチン情報のリンクが張り付けられている

場合は、他の新着情報が更新されることでそのワクチン情報が下方に移動するため、たどり

着くことが難しくなる。そのため、トップページの上部などのわかりやすい箇所に固定して

新型コロナ・ワクチンに関するリンクを貼り付けることが大切である。 

二つ目は、「新型コロナウイルスワクチン接種について」と「新型コロナウイルスワクチ

ン接種」のように、よく似た名称のリンクが複数存在している場合についてである。この場

合、目当ての情報を探してリンク先に行ったときに、全く異なる情報が掲載されているとい

う事態が生じる。閲覧者が欲しい情報を得やすいホームページにするためには、サイトに入

った後どういう動作をすればいいのか、どこをクリックすればいいのか、ということがすぐ

にわかる表記やデザインにすることが重要であることから、リンク名は、記載されている内

容が瞬時に想像できるような、わかりやすい名称にすべきである。 

三つ目は、必要な情報が掲載されているページにたどり着くまでに、何度もホームページ

内のリンクを押さなければならない場合についてである。例えば、「ワクチン接種当日の持

ち物」の情報を得たい場合に「自治体公式ホームページ」→「新型コロナウイルス感染症・

ワクチン接種について」→「ワクチン接種のお知らせ」→「ワクチン接種について」→「新

型コロナウイルス感染症のワクチン接種について」→「ワクチン接種の当日の流れ」→「ワ

クチン接種当日の持ち物」のように、目的の情報を得るまでに押さなければならないリンク

があまりにも多くなると、手間と時間がかかってしまう。情報を整理整頓するという意味で

は一見すると良いように思えるが、整理整頓が過剰になってしまうと却って情報が探しに

くくなる可能性がある。 


